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販品の１O2蛍光プローブであるSinglet Oxygen Sensor Green(SOSG)の光化学的特性を検討し、光照射によるSOSGの
自己酸化はフルオレセインの三重項励起状態の失活とともに生成される１O2が原因であることを明らかにした。さ
らに、フルオレセインは緑色の短波長励起光が必要であり、細胞の自己蛍光を起こすため、細胞内の１O2生成を検
知する蛍光プローブとして適してないことを明らかにした。そこで、ケイ素を含んだローダミンとジメチルアント
ラセン誘導体のダイアドであるSi-DMAを用いて細胞内の1O2生成を遠赤色の蛍光信号で視覚化することに成功した。
その結果から、以前の報告の通り、細胞内の１O2は数百nm程度にしか拡散しない、また、酸素ラジカル種を発生さ
せることで知られている光増感剤タンパク質、キラーレッドは１O2をほとんど発生しないことを明らかにした。 
 以上のように、生体分子の構造不均一性と、活性酸素発生と光増感剤との場所依存性の解明には、それぞれ単一
分子分光学と、新規蛍光プローブの開発が不可欠であることを本論文で明らかにした。したがって、生命現象をよ
り正確に理解するためには、単一分子分光学の技術面と測定方法の発展と、それに見合う蛍光プローブ開発の同時
進歩が必要であることを明示した。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
 
